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十品 じ め

幼児の生活の主要部分を占める遊びは本来指導されるものではなく、もともと 自主

的な行動であり 、自由で柔軟性に富んだ行動である。それは形になっていな くても、

名前のつかない遊びでも、そこにこどもの生き生き とした姿があるならば、それは生

きた体験を伴った遊びといってよいであろう。

子どもは遊びを通して自発的に人間形成する存在である。特に仲間との集団遊びは

社会性の発達、自立性の発達、情報的充足、身体的能力の発達など総合的な教育価値

を持つと考えられて来ている。その際幼稚園での保育は、子どもが保育者の目 にわず

らわされることなく振舞えると同時に、仲間と共にいたり一人でいた りと多様なあ り

方が許されるものでなければならなL、。保育者がむやみに介入することを極力避け、

子供の充実 した遊び、が様々な思いや試行錯誤の中から生れて来る ことを期待する。こ

のことによ り、子どもは迷うゆとりを保証され、迷いつつ試みた末に自分のやりたい

ことを見つけて行くことだろう。

しかし、単に 「子どもの自由に任せる」というだけでは教育の本質を逸脱する危険

をはらんでいる。子ども達のより良い個性を育て、生き生きと した活動や充実 した生

活を創造して行くために保育者としてどのように援助してやればよいのか？この目的

追求のためにこれまで本国では長年にEって 「ひとりひとりを生かす保育」を主題に

掲げ研究を続けてきた。今年度はこの保育観を基礎に、主題を 「子どもと共に創る生

活」と改め、 「子どもの主体性」と 「保育者の環境の構成」との関わりについて考え

て行きたいと思う。

教育とは一方的に教えたり与えたりすることではなく 、あくまでも子どもの可能性

を見い出し、追求する営みである。それ故大人が子どもを信頼し、子どもから学び、

応答し合う関係を作っていくことが出発点である。

皆様の率直なご意見、ご批判． ご指導を心からお願し、し、たしますO

平成4年10月

島根大学教育学部附属幼稚園長

福 悌 次 郎田
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